
行政区 氏 名 再新 行政区 氏名 再新 行政区 氏名 再新 

岩谷堂 1 区 菊池 信行 再 岩谷堂 7 区 菊地由美子 再 岩谷堂 11区 勝山 法子 新 

2 区 小松原洋助 再 8 区 佐藤くに子 再 12 区 佐藤 玲子 再 

3 区 菅原 則昭 再 8 区 菊地  信 新 13 区 加藤 一生 新 

4 区 佐藤 松男 元 9 区 菅原 陽子 再 13 区 小原 光子 再 

5 区 菊地栄美子 再 9 区 菅原セツ子 新 14 区 渡辺 和子 再 

6 区 菊地 美幸 新 10 区 大内喜美雄 新 15 区 千田 幸信 再 

6 区 阿部 優子 再 10 区 加藤 京子 再 16 区 山桑セツ子 再 
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＜新年のご挨拶＞ 

みちのくに誇れるまち岩谷堂の創造 

岩谷堂地区振興会 会長  廣 野 雅 喜 

 

 地区民の皆さん明けましておめでとうございます。輝かしい新年をお迎えの

ことと心からお慶び申し上げます。 

 さて、岩谷堂地区振興会も平成 14 年 2 月に設立して満 18 年、人口は一万人

前後を維持しながらも振興会を構成する各自治会の人口構成や住民ニーズは大

きく変化しております。少子高齢化の流れは勢いを増し高齢者世帯の増加とともに未婚者人口の増加と併せ地

縁重視から友達重視へと考え方が変化していくなど益々世代格差が大きくなってきております。このような中

自治会運営や振興会の活動を見直し、時代にあった取り組みが求められている時だと感じております。 

 災害の少ない住みよいわが郷土ではありますが最近の気象状況は予断を許さないものがあります。温暖化の

進行とともに大雨や強風などの災害が近年多く、いざという時に避難弱者を速やかに救済するにはどのように

したらよいのか、一人ひとりがどのように行動するのかなど考えなければなりません。その他様々な問題にも

皆様と知恵を結集しながら方策を模索し岩谷堂独自のコミュニティを構築していきたいものと思っております。 

 江刺病院の縮小やクリーンパーク廃止の動きなど身の回りがどんどん寂しくなり、私たちの住む町が消滅に

向かっているような危機感に襲われます。新しい時代を迎え自立する地域づくりに果敢に取り組んでいく年に

したいものと思ってやみません。岩谷堂地区振興会の設立スローガン「みちのくに誇れるまち岩谷堂の創造」

に思いをいたし、役職員一同の一層の奮起と、会員各位のご理解を切望するものであります。 

 新しい年、地区民各位のご多幸、ご健勝をお祈り申し上げ年頭の挨拶といたします。 

 

 

民生委員・主任児童委員が改選されました。任期 令和元年１２月１日から３年間    

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                よろしくお願いします。（敬称略） 

 

主任児童委員   橋本 則子 再 

岩谷堂地区振興会 
（岩谷堂地区センター） 

江刺大通り 1-61 

電話・FAX 35-1201 

iway-enc@pup.waiwai-net.ne.jp 

 



 

 

 

 

 

 

 

【交通安全部から】  

研修会開催しました 

12 月 26 日交番所長をお迎えして交通安全部運

営委員の研修会を開催し、管内の交通事故の発生

状況や高齢者の事故事例や安全通行・運転などに

ついて研修しました。 

   

 

 

 

 

 

 

全体で

1,200 名 

募集です。 

 【地域福祉部から】  12/13にこにこネット高齢者世帯年忘れ大交流会が開催されました 

ホテルイーズを会場に、高齢者

世帯の皆さんと、区長さんや民

生委員さん併せて131人が集

い賑やかに開催されました。幼

稚園児の遊戯やハワイアンダ

ンスなど多数の演目に年末の

せわしなさを忘れ、歌あり踊りありの楽しいひと時を過ごしました。 

 

  【防犯対策部から】 12/13地域安全運動出動式・無施錠自転車点検・防犯講習会を行いました              

出動式 産直来夢くん 

点 検  総合支所、 

図書館、バスセンター 

ホーマックなど 

講 習 江刺交番所員 

「110番通報、特殊詐

欺について」 

 

  【環境保健部から】 

   

  

 

   

 

 

 

 

 

 

【募集】 

スタッフ募集のお知らせ 

「2020 いわて奥州きら

めきマラソン」が令和 2  

年5月17日に開催されます。

実行委員会から当振興会にボラ

ンティアスタッフの協力依頼がきております。手伝

ってみたいと思われた方は振興会事務局までご連絡

をお願いします。 

募集内容  給水所活動（水沢、江刺、前沢のいず

れか）、参加賞配布、会場サービス業務等相談のうえ。 

募集申込  1月 31日（金）まで 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月９日 江刺地域新年交賀会 ホテルイーズ 

１月13日 11分団新年交賀会 地区センター 

１月16日 地域福祉部研修 東日本津波伝承館 

２月６日 卓球大会代表者会議 地区センター 

２月22日 地区民卓球大会 中央体育館 

随  時 防犯パトロール 岩谷堂地区内 

随  時 交通安全パトロール 岩谷堂地区内 

行 事 予 定 

リサイクル活動費が交付されました 

平成 30年度のリサイクル分別収集で、240,643㎏

の資源が集められました。その活動費として岩谷堂

地区分として 665,929円が江刺公衆衛生連合会から

交付され、各自治会に地域活動・ごみ減量化補助金

と併せて活動費として分配されました。 

 一人当たりの資源排出量 23.13 ㎏で江刺地区内下

から 2 番目の 9 位でした。地区のリサイクルに出し

て交付金を増やしましょう！！ 



 

 

◆岩谷堂地区要望◆ 

１．館山地区一帯の振興策について（継続・一部変更） 

Ｂ 

館山地区につきましては、旧岩谷堂小学校跡地を岩谷堂地区総合運動場として地域の運動会や体育行事等、地域の活

性化のためにご活用いただいているところです。 今後も振興会、自治会、関係団体との話し合いを通じて振興の方策

等を共に検討してまいります 

 なお、追加で要望いただいた協働による地域点検への対応については、今後地域が館山地区一体の振興策を考える契

機となる取り組みとして有効と思われることから実現に向けて市と地区振興会の役割分担等について話し合いを重ねな

がら、令和２年度実現に向けて協働で取り組みます。 

２．人首川・重染寺周辺の一帯整備について（継続） 

Ｂ 

平成 27 年度に、重染寺橋付近の約 80ｍ間について、歩道の整備を行いました。要望区間の道路整備（重染寺橋～前田

町）については、事業の緊急性、費用対効果、具体的なまちづくり計画等の諸条件を見据えた上で検討しますが、早期の

事業化は難しい状況です。 

 また、法面対策工事につきましては早期完成に向け事業を進めていきます。 

 降雪時の除雪については、通学に支障とならない様、歩道の除雪作業を行います。（昨年と同回答） 

３．人首川の河床整備について（継続） 

Ｂ 
河川の堆積土砂の撤去については、同様の御要望が多数あるため、堆積により流下断面を著しく犯している箇所など、

限られた予算の中、必要性、緊急性を考慮し、順次進めているところです。 今後、河川パトロール等により経年の変化

を観察し、実施時期を検討していきますが、早期の実施は難しい状況です。（昨年と同回答） 

４．地区センター等公共施設の使用料及び使用料減免基準等の見直し（継続・一部変更） 

Ｂ  ご要望をいただいた点も含め、施設の利用者や管理者（地区振興会）の意見をも伺いながら、全庁的な使
用料及び減免基準の見直しを進めてまいります。 

５．市内行事等における負担の公平性の確保について（継続・一部変更） 

Ｃ 
 敬老会の実施については、地区振興会などの主催でそれぞれ特色ある会を開催されておりますことに感謝申し上げま

す。主催者に個人情報の管理を徹底していただき名簿を提供しています。今後も他地区の好評事例などを参考に情報提

供していきます。 

６．少子高齢化社会、市民ニーズに対応したバス交通系計画について（新規） 

Ｂ 
市が元年度に策定する第３次奥州市バス交通計画（元～５年度）において要望の趣旨のうち可能なものを計画に盛り

込むよう検討しています。 

マイカー社会にあって、公共交通の維持は市民、事業者、行政が協力することにより初めて可能となるものです。計

画実施の際は住民の皆様のご協力をお願いします。 

７．市営バス運行時間の変更（継続・一部変更） 

A 第３次奥州市バス交通計画において、市営バス路線を大幅に見直す必要があることから、要望の趣旨に沿ったダイヤ

編成となるよう市営バス運行事業者と協議します。 

８．人首川左岸の避難所（防災センター）の設置（継続・一部変更） 

Ｃ 避難所に避難する際、安全に移動ができるよう早期に避難情報を発令するとともに、施設入所者の避難につきまして

は、施設ごとに作成される避難確保計画をもとに安全確保を進めてまいります。 

９．過疎地域対策としての現道舗装について（継続） 

A~D 省略 

10. 交通安全施設等設置・改善要望について（継続・一部変更） 
 ①国道 456 号歌読停留所付近の幅員が狭く歩道の設置 
 ②同上岩瀬橋から岩谷堂へ南進、緩やかな右カーブ道路のガードレールに赤色回転灯等の設置 

Ｂ 

①歩道設置については、各地域から多くの要望があり、限られた予算のなか、必要性や緊急性の高い通学路を重点的に

整備しています。そのため、今回御要望の箇所について、今後の交通量の推移、地域の沿道状況や県全体の進捗及び予

算の問題等を踏まえ検討していきますが、早期の事業化は難しい状況です。 

②事故防止等のための赤色回転灯設置については現地状況を確認し、必要に応じ、関係機関と調整しながら検討・設置

する必要があるため、早期の設置は難しい状況です。（昨年と同回答） 

岩谷堂地区要望・江刺地域統一要望の回答が示されました 



 

◆江刺地域統一要望◆ ※岩谷堂地区に関係する項目のみ抜粋 

１．奥州市東部地域の医療体制の充実強化について 

Ｃ 

 県立江刺病院については H31.３月に策定された「岩手県立病院等の経営計画（2019-2024）において県域のちいき病

院として、基幹病院である胆沢病院をはじめとした他の医療機関、施設と連携しながら地域の入院機能を担う」とさ

れているところです。 

地域医療を保持するためには、公立病院の医師確保が重要な課題ととらえていることから、医師確保について県へ

要望し、併せて国に対しても市長会を通じ引続き要望してまいります。 

２．新工業団地の造成による雇用拡大について 

Ｂ 
  市では新工業団地整備に向けた開発可能性調査及び概査事業費の積算の結果を踏まえ江刺地域の「袖山地区」を最

有力候補地と選定しました。今後財源調整、関係者との調整、法規制再確認と併せ周辺インフラ整備の必要性等の検

討を進めてまいります。 

３．北上川堤防・河床の浸食箇所の改修工事の早期実施について  

Ｂ 
北上市稲瀬地区の堤防嵩上げについては、昨年度末に対応を完了したところです。 

他の堤防や河床の浸食箇所については、日々の監視において確認を行っており、今後も監視を続け、対応が必要と

判断した場合は必要な対策をとってまいります。 

４．「えさしクリーンパーク」の事業継続について 

Ｄ 

 えさしクリーンパークの営業期限につきましては、設置者・所有者である県と、一般財団法人クリーンいわて事業

団、市の三者で協議した結果、施設の老朽化と運営経費補助の観点から、令和３年度末までが限界との三者合意に基

づくものですので、ご理解をお願いいたします。 

 しかしながら、市議会において継続営業を求める請願が採択されましたので、県に対し営業の継続を埋立終了後の

土地の活用方策と併せて早期に検討するように要望してまいります。 

7．江刺区と金ヶ崎町を結ぶ（仮称）「新金ヶ崎大橋」の新設促進について 

Ｂ 御要望の橋梁新設については、早期の事業化は難しい状況ですが交通量の推移や公共事業の予算の動向を見極めな

がら総合的に判断していきます。 

８．消防屯所の整備について  

Ｂ 

合併前の旧市町村での消防屯所の整備がそのまま現在に至っているところでありますが、現在消防屯所を建設する

場合は、水道・トイレ・詰所を含めて建設しております。 

 整備計画に基づき市内全体で年 1～2 棟のぺースで建築年次の古い施設から順次整備を進めてまいります。 

９．岩谷堂館山地区一帯の振興策について 

Ｂ ※ 岩谷堂地区要望№１と同回答 

11．主要地方道水沢米里線（8号線）の整備促進について（※岩谷堂地区 重染寺橋～前田町）  

Ｂ ※ 岩谷堂地区要望№２と同回答 

14．鳥獣被害対策について 

Ａ 

野生鳥獣による被害については、市の農地林務課又は生活環境課で対応しておりますが、ツキノワグマ、二ホンジカ

の被害防止については、各猟友会会員で組織される「奥州市鳥獣被害対策実施隊」が捕獲活動に出動しており、生活環

境課による広報活動等の被害防止の呼びかけ、ハクビシンについては箱わなの貸し出しを行っております。 

 二ホンジカ、イノシシについては奥州市鳥獣被害防止総合対策協議会において捕獲機材の整備等、予算額を増額し

活動支援を強化しているところです。同協議会による防護柵設置助成や国の電気柵設置補助を活用いただけるよう広

報しております。有害鳥獣捕獲サポート事業による地域主体による被害防除体制構築の取り組みを開始しております。 

 引き続き県、市関係課、実施隊との連携を密に捕獲活動を強化しながら、効果的な被害対策ができるよう総合的に

検討してまいります。  

15．岩谷堂地区内循環バスの充実と利用促進について  

Ｂ 

市が運営する市営バスやコミュニティバス、民間業者が運営する路線バスとも、利用者の減少による赤字衣増大や全

国的なバス運転士不足により今後も路線廃止や縮小が続く、あるいはバス運行事業者が撤退するといった危機的状況

にあります。ご要望の趣旨は利便性向上による利用促進と受け止めておりますが、効率性も考慮しなければ赤字や事

業者負担の増大の原因を作ることにつながりかねません。元年度に策定予定の奥州市第３次バス交通計画において持

続可能な公共交通をめざし、抜本的なバス交通ネットワークの見直しをすることとしておりますので、可能な範囲で

検討して参ります。 

 なお、マイカー社会にあって公共交通を維持するには市民、交通事業者、行政が協力し合うことが必要です。計画実

施の際は各地区振興会や地元住民の皆様のご協力が不可欠となりますのでよろしくお願いします。 

★ アルファベットは取り組み方針です。区分は以下の通り（地区要望・統一要望共通）。 

★ 詳細につきましては、振興会事務局(地区センター)または各自治会長までお問い合わせください。 

Ａ…要望の趣旨に沿って措置するもの Ｂ…実現に努力していくもの 

Ｃ…当面は実現できないもの Ｄ…実現が極めて困難なもの Ｅ…その他 


